


最
近
の
米
作
り
は
、
多
収
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術
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ら
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「
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米
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技
術

へ
と
移
行
し
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き

て
い
ま
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。
ま
た
、
米
作

一
辺
倒
か
ら
畑
作
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γ
物
導
入
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流
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出
て
い
ま
す
。

ιu 
川和

農
業
試
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、
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技
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立
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4月に もうお米が...

新しい米の品種開発の i
温床栽培を見学する米:

づくり農家の婦人たち;

.表車i

病害虫の発生予察や防除試験などに予念がない
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付
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付
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付
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拡
大
し
ま
し
た
。
代
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に
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丘
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富山県の中小企業関ぎ系の融資制度一覧表

制度の:?"林 目 自リ 貸付作 f変 j主 町村限度制

小口事業資金あっ りよ/立び'n町村が一体となって小il事業資金融 36f.i!fll 設備資金 400万円

せん保証融資資金 ifの円滑化を阿る。 運転資金 (;!'，HII保無保証人は250万円)

中

組{~ 3.000万円

企
5 f~ 4，000万円 逆転資金

協同組合融資の円滑化を削る。 紅lfT員 500万円

業 組織化促進資金

経
(1サ11也組合強化資金) 団地内資産の買取り

3f.lJ.円 l団地あたリ 1 1意ドj

営 等に要する資金

安 会社又は伽l人 300万円

定 節季資金 自l字のJ明1J11逆転資金融資の円消化を図る。 151江戸] 逆転資金

資
組合 1，000万円

金
500}jllJ 

経営強化資金 j'si.j'(倒産のIW1l:を凶る。 8f.{;: 4.000Jill] 逆転資金
午?に必要な場合 1，500万円

自己資本充実促進 企業体質の強化を阿るため自己資本の充実を 設備資金
1 2 f.!，~いj 1，500万円

資金 促進する。 逆転資イb

山村地域の遊休労働力を活JiJする企業を"秀欽
山村地域振興資金 6，900}j1JJ a:i引Iili'tf全 1，500万円

し 、山村地域のj~~興 を 凶 る。

技術改善/立び 'Jç~転換のため

中.
(1)知識集約化の促進を凶る。 (1) 4.000 )jl'J 

(1)(2)設備資金
技術改善施設資金 (2)省力化機械投資の促進を|刈る。 6f立I'J (2) 2，000万円

1Iι 、
(3)日s転資金 ， 

(3)技術研究、 L業化試験、企業化jえび|樹品化 (3) 1，000 }j円

業

振
試作の促進を阿る。

輿
工場移転促進資金 上場適地への移転を促進する。 6W'いl 設備資金 1食業あたり 2，000万円

資

金

環 境 整備資金 商用il針及び工場の環境整備を促進する。 6.100))円 設備資金 3，000万円

IMII1 改装 1，000万円
，L¥;舗の改装、共I，;J化又はj主i.j'(化に よって近代

庖 舗 近代化資金 7f.oJ 5.000}j円 設備資金 Jtl ， fJ 山 ~Itìボラ ンタ リチェー
化を凶る。

ン l同あたり 2，OOOj)f1J 

観光旅館施設整備資金 観光旅館地誌の t~11tii を促進す る。 3f.oJfl J ;ttfllii'tf令 1，500万円

中小企業福利厚生施設
N，';fIJ厚生地JXの核保1、己反i(fを促進する。 6，000 })円 設flm資令 1，000);円

改善資金

日以売業fi

逆転資金 200万円

薬 業振 興資金 3築業の振興を凶る。 1 f意 3.500}j1TJ !製j立業i'i

逆転資金 500)jl'J 

設備資令 500}jflJ 

中小企業公害防止施設 公害防 止地設の幣備1足j止を凶る。 231意 6，100}jP J 設備資金 1，500力'円

整備資金

3 

貸付期間 貸付ー利率 {iai 泣 }j 法 )'j-

融資対象おは、従業1120人 (商業・サービス業5人)以下の

年 5，8%以内 会社又はfl占|人で、原則と して無il[保とする (保証人は必要)。
4年以内 金融機関の}j法による。

保証料年 0.6% ただし、従業員 5人 (商業 ・サーヒス業 2人)以ドのものに

ついては、原則として保証人も必要としない。

l年以内 年 6，5%以内

商工中金の方法による。
融資対象は、団地i逗'討に J正|草を生じ、又は生じるおそれヵ、あ

3年以内 年 5.8%以内
る団地組合で県が行う 診断に基づいて知事が特に記、めたも の

盆 3カ月以内 融資先I象おは、資本金 1T. Ji円以下校び従業員50人以下の会
年 6，2%以内 金融機関のh法による。

暮 5カ月以内 社並びに例人又は ~Ilイト

年 5.8%以内 融資対象若は、[:rj. ~'，J，が指定した倒産企業に 50万円以上の伯
3年以内 金融機関の 万法による。

保証料率 0，6% 権を有する会社えは11';1人

金融機関の方法による。
7年以内 年 6，3%以内 白己資本充実計i副書 を提 1 1'. し、~\~の合業診断を交ける 。

拡J~;[[期間 1年以内とし、金融機関の
5年以内 年 7，0%以内 融資残古nにつき 年 1.000以内のflJnlii給あり。

)j法による。

(1)に該当すると きは附置期間 l年以

(1) 7年以内 内
融資の刈象となる投資内科について、県、工試験研究機関の推

(2) 5年以内 年 6.R%以内 (2)・(3)に該当するときは侃置期間 6
せんを必要とするの

(3) 3年以内 カ円以内とし、金融機関の)j法に

よる。

初;罰則間 l年以内とし、金融機関の
7年以内 年 7，0%以内

}j法による。

融資対象は、 結化施設、公凶、見HC場、 アーケー ド、 アーチ
7年以内 年 7，0%以内 /1 

舗装 '-.'J';.、融'守装置、 m¥明設備

5年以内
年 7，0%以内 1/ 

7年以内

北陸銀行、富山村1r/~銀行、商工小金
7年以内 年 7，0%以内

の方法による。

l年以置 取扱金融機関
7年以内 年 7，0%以内

均等月賦償還 北|格銀行、山山銀行、 l荷!日中金山，1/主的
トー一一一

3年以内

Jじ金均等
年 7，0%以内 各fJ用金1，トーのみ扱い。

5年以内 )J賦償還

年 7，0%以内 県内に工場米は事業所を布する中小企業であって、 IjiJ年度の
l年肘置

7年以内 ただし年 5，0%をこえ 県税をンヒ納しているも のであること 。
均等)J賦償還

る部分に利イ補給あり 申込先 富山県環境幣備課

2
 



中小企業高度化資金貸付制度

中小企業者の 事業の共同化、工場および山舗の!t同化、その他中小金業の構造

の ，':;j}主化に必要な資金を貸付け、りん下rt'小企業の似興を図リます。

lH寸全紙 利率 m~JtJJ間 貸付金額 利率 償還期間
資金貸付制度

判事業'('l (年)
資令n付制度

付事業費 (年)J"A';置 m泣 抗日置 fUi泣

工場共lriJ化資令 80%以内 告眠不IJr 2年 16年 共同施設資金 65%以内 2.7% 2年 12年

設備共同廃棄資金 90% 11 4年 16年 企業合同資金 11 11 11 11 

共同公'g防止資金 80% 11 2年 15年 特定小売商業i皇制化資金 70% 11 11 11 

知識集約化資令 11 11 3年 16年 工場等!長同化資金 650'O 11 3年 15年

特定商!日釘近代化資金 11 11 3年 15年 出 ~In等集 I封化資全 11 11 11 11 

特定小売商業円1;，1i共同化資金 11 11 2年 12年 貨物自動 tドター ミナル等
11 11 11 11 

特定商I占街共同地設資金 " 11 11 11 j集団化資金
'J:;:業転換合同資金 11 2.7% 4年 16年 合l車等集卜日化資令 11 I! 11 11 

共同転換資金 11 11 4年 16年4 削~flf i!l:1-t化資全 11 11 11 11 

小売商業問舗共li:ij化資金 650"。 11 2年 12年
情造改予干等高度化資金 7000 11 

，iI約一事務共同化資金 I! 11 11 11 

小売商業述Jj'f化資金 11 11 11 

~I I);易共同利用資令 佳設j羽間 建設J~J問90% 11 
公'81幼11'"没備リ ース資金 11 11 11 11 +2年以内 +15年

~11 保=物的111保/えび役以の辿，;r~:保 ;ilJ:.

その他ー 谷川の貸付全には、それぞれ条刊がありますか 連絡先 富山県斤中小企業課
ら、 Hp日 Ijヵ、只体化する IÌÎi に Ur~ 1十l小企業謀にこfll

合 (0764)31 -4111 
日炎く Tこさし、。

税
制
上
の
特
別
措
置

対
策
は
、
金
融
而
、
信
用
補
完
出
、

税
制
刷
、
雇
用
・
労
働
而
な
ど
各
般

に
わ
た

っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
う
ち

税
制
面
に
つ
い
て
は
、
担
税
特
別
問

置
法
並
び
に
地
む
税
法
の
改
正
に
よ

っ
て
次
の
よ
う
な
特
別
惜
置
が
採
ら

円
相
場
が
急
激

に
高
騰
し
て
い
る
こ
と
に
よ

っ
て、

わ
が
国
の
輸
出
関
連
産
業
の
価
格
而

で
の
国
際
競
争
力
は
、
著
し
く
低
下

昨
年
六
月
以
降
、

こ
う
し
た
情
勢
の
も
と
で
、

去
る

一
一
月
十
四
日
い
わ
ゆ
る
「
円
高
対
策

法
」
が
施
行
さ
れ
、
輸
出
関
連
産
業

の
な
か
で
も
経
営
基
盤
が
弱
体
で
、

れ
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

回
国
税

訳
制

し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
採
算
わ
れ
輸
出

成
約
の
中
断
や
キ
ャ
ン
セ
ル
が
相
次

ぐ
な
ど
、
極
め
て
厳
し
い
事
態
に
直

企
業
が
所
得
の
計
算
上
欠
出
金
ま

た
は
純
以
失
を
生
じ
た
場
合
、
現
行

そ
の
受
け
る
影
響
も
深
刻
な
中
小
企

業
に
対
し
、
総
合
的
な
経
営
安
定
策

が
実
施
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

制
度
で
は
当
該
事
業
年
度

(
例
人
は

面
し
て
い
ま
す
。

こ
の
法
律
に
よ

っ
て
講
ぜ
ら
れ
る

年
)
の

「
前

一
年
間
」
に
お
い
て
所

認定 ，~，小企業.r，に付する特別11"l;i"'~\ 
.ltu常の場介 / 

〈認定中小企業者について〉

税
制
上
の
特
別
措
置
の
適
用
を
受
け
る
た
め
に
は
円
高
対
策
法
に
基
づ
く
認

定
が
必
要
で
す
が
、
こ
の
認
定
の
要
件
等
は
次
の
と
お
り
で
す
。

川
認
定
対
象
企
業

次
の
三
区
分
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、
か
つ
生
産
額
の
減
少

等
に
関
す
る
一
定
の
要
件
に
該
当
す
る
中
小
企
業
者
。

①
国
の
指
定
す
る
業
種
に
属
す
る
企
業

②
指
定
業
種
に
は
属
し
て
い
な
い
が
、
輸
出
比
率
が
高
い

(
二

O
%以
上
)企

52年度に欠損または純損失を生じた場合

業
③
親
事
業
者
が
輸
出
関
連
企
業
で
あ
る
場
合
の
下
請
事
業
者

山
認
定
申
請
書
の
提
出
先

山
の
①
に
あ

っ
て
は
、
市
町
村
(
商
工
判
当
課
)、

川
の
②
及
び
③
に
あ
っ
て
は
県
(
商
工
労
働
部
中
小
企
業
課
)

川
認
定
申
請
期
限

昭
和
五
四
年
二
月
十
三
日

法人税・所得税

中小企業設備貸与制度中小企業設備近代化資金貸付制度仰
が
あ
り

n与の限度
lT 与 J~J 問
返済万法

あ
れ
ば
、
前
期
の
所
得
と
今
期
の
欠

小規校企業持の設備の近代化に必要な機械知の貸

与を行し、小規-1'&企業の近代化の促進に寄与する 。

申 込先制市山県中小企業振興協会

貸与対象 従業員20人以下の企業であ って固め

指定する業階、設備に該当するもの。

20万円以上 1，200万円以内

4年半以内、半年u武の均等fiIj泣
(但し公害防止設備は11年半以内)

年利率 5%

設備代金の10%

4月20日-8月31日

市町村商工担当課、商工会議所、

商工会

連絡先 富山県中小企業振興協会

宮 (0764)32-6922

中小企業者の設備のjli:代化に必要な資金の貸付け

をHし、中小企業の近代化の促進に汚与する 。
融資対象 県内に主 たる't;業所を有する中小企

業者で[E]の指定する業種、設備に該

当するも の。

l企業50h円以1-_1，200)j円以内

設備資金

5年、 l年制置 4年均等年賦

(111し公芹防止設備は12年以内)

無利JI-

2名以上

4 JJ 20日-5 JJ 6日、 8月1日一 15日

r!i町村商工fH，当課

連絡先 富山県庁中小企業課

包 (0764)31-4111

こ
れ
に
伴
う
納
税
一
舶
が

損
金
等
を
通
算

(
相
殺
)
す
る
こ
と

に
よ
リ
、
そ
の
納
税
額
の
全
部
ま
た

は

一
部
の
泣
付
を
受
け
る
こ
と
が
認

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
回
の
特
別
措
置
で
は
、
輸
出
関

連
企
業
で
あ
る
旨
の
認
定
を
受
け
た

中
小
企
業
(
「
認
定
中
小
企
業
者
」
と

い
い
ま
す
。)
に
限

っ
て
、
還
付
税
額

が
多
く
な
る
よ
う
欠
引
金
等
の
繰
民

し
泣
付
の
で
き
る
期
間
を
、
現
行
の

「前
一
年
間
」
か
ら

「
前
三
年
間
L

欠f員金
等発生

納税

L竺
49年度 50 51 

ト一一一一一 繰戻し還付期間一一一一→

52 

い」
所得発生

法人事業税

i欠繍金 l
l発生 1 

52年度 53 56 

繰越控除期間

念発~骨神所

一
M 55 

貸与打{料

保証金

申し込み

交付

融資制

{吏 j主

却j間投び返済
万法

利率

連帯保証人

申し込み

受付

4 

に
改
正
し
て
、
欠
如
、
金
等
の
通
算
期

間
が
拡
大
さ
れ
る
こ
と
と
な

っ
て
い

ま
す
。
置
地
方
税
艶
制

地
ト
刀
税
に
お
い
て
は
、
国
税
と
異

な

っ
て
従
前
か
ら
縦
一民
し
叩
一足
付
の
制

ぃ
肢
が
な
く
、
欠
山
川
金
等
に
つ
い
て
は

繰
越
佳
除
さ
れ
る
こ
と
と
な

っ
て
い

ま
す
。

今
回
の
地
ト
力
税
の
特
別
措
置
で
は

国
税
に
お
け
る
特
別
措
置
の
適
用
を

受
け
・る
認
定
中
小
企
業
者
に
つ
い
て
、

繰
越
控
除
で
き
る
期
間
を
、
現
行
の

「丘
年

(
例
人
は
「
三
年
」)」

か
ら

「七
年

(
個
人
は

「
五
年
」)」

に
拡

5
 

大
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
う
し
た
特
別
措
置

の
実

地
の
ほ
か
、
国
税
、
地
↑
刀
税
と
も
こ

共
通
し
て
従
前
か
ら
あ
る
特
別
な
納

税
制
度
(
納
税
猶
子
制
度
、
中
間
申

告
制
度
、
子
定
納
税
の
減
額
承
認
制

度
等
)
に
つ
い
て
も
服
極
的
な
活
用

を
図
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
制
度
の
詳
細
に
つ
い
て

は
、
最
寄
リ
の
税
務
署
、
県
税
事
務

所
、
市
町
村
役
場
に
照
会
し
て
く
だ

支
」
い



5月S目は二富山県誕生の目
政の充実と企業の発展、若い活力ある人口構成と魅

力ある都市づく リ、豊かな心のかよい合う地域社会

の形成、歴史をふまえての郷土の見直しなど、真剣

に取リ組んでいます。

富山県誕生記念募集の企画

高志の固から富山県ヘ

活
用
し
よ
う
県
民
大
学
校

川
刊
小

刈
J

こ
は

作
ぃ
川
教
打
は
息
に
と

い
う

「削
泣

へ
の
迫
」
を
見
出
し
て

の
発
展
と
充
実
を
め
ざ
し
て

い
た
だ
く
た
め
に
も
、
今
年
は
一

回

よ
う
な
品
出
を
企
州
し
ま
し
た
次
の

①
人
間
と
は
何
か
を
考
え
る

「
人
間
の
探
究
コ

l
ス」

う
て

も

家

朕

地
域
の
た
め
に
も

大
切
な
こ
と
で
あ
る

ー
と
い
、
っ

専
門
講
座

放
送
通
信
講
座

高
校
開
放
講
座

夏
季
大
学

地
方
講
座

新
し
い

川
代
の
布
能
な
社
会
人
と

人
I
年
か
ら
新
し
く
開
ぷ
さ
れ
る

と
に
な

っ
た

「咋
川
端
附
-」

は

つ
の
テ
!
?
を
も
と
に

山ザ
門
の
講

ド
バ
川
叫
が
相
ペ
み
な
ぎ

勺
て
い
ま
す
。

こ
れ
は

川
川
制
限
化
時
代
と
い
、
っ
時

代
的
北
川
誌
も
さ
る
こ
と
な
い
か
ら

山

いか

L
Mす
る

「
夏
季
大
学
」
や

J
H川

校
解
脱
品
出
」
な
ど

l
h
z十
、
1
Y
¥

ん
ト

'、え

り
ノ
i
i
l
ノ、
ι
j
ト

f

川
に
よ
リ
、
系
統
だ

っ
た
講
義
を
年

間
卜
凶
似
統
的
に
交
消
し
、
学
山
中
川
を

深
め
る
こ
と
を
め
ざ
し
た
も
の
で
す

講
師

1
富
山
大
学
名
誉
教
授

'-'. 
~H 

怖
い
道
氏

②
美
術
作
品
の
鑑
賞
を
中
心
に

「
美
を

探

る
コ

l
ス」講

師

1
富
山
大
学
名
誉
教
授

③
身
近
な
生
活
の
中
か
ら

「
暮
ら
し
を
考
え
る
コ

l
ス」

講
師

1
北
日
本
新
聞
論
説
委
員
長

五
生

正
伝
氏

兼
久

文
治
氏

喜

一
氏

で
の

生
出
教
心
け
の
企
州
が
効
を
必
し

て
き
た
こ
と
に
も
あ
る
よ
う
で
す

フ
ラ
ン
ス
の
写
実
小
説
の
日
医

l

ス
タ
ン
ダ
l
ル
は

一
八

O
六
年
川

川口
の

日
記
に
こ
ん
な
こ
と
を
書
い
て

い
ま
す
。

他
人
の
刀

い
た
も
の
を
い
つ
も

読
む
ば
か
リ
の
勉
強
を
し
て

い
て

は
、
人
間
は
怠
惰
に
な
る
。

い
や
で
も
何
ら
か
の

仕
半
に
と

け
J

'

刀
，刀
け
，

た
え
ず
円
分
'H
身

の

講
師

i
県
立
技
術
短
期
大
学
教
授

富山県の誕生日 を記念して、 県民のみなさんが自

発的に県政に参加していただく 、次のよ うな行事を

企画しています。

.&.一日所長

昨年初jの試みと して好評を伴ました、県の出先機

関の「一 日所長」を今年も行ないます。

県内の各分野て¥地道に活躍されて いる方の中か

ら、約30名に所長を経験していただく よう、 現在準

備しています。

企小・中学生の図画募集(1~8 月)

「こんな郷土にしたしり、「伐の私の夢富山県」、「す

ばらしい郷土」など、ク レパスや水彩で、 画用紙い

っぱいに画いていただき ます。

.&.郷土に関する主張作文募集(1~8 月)

中学生 ・高校生 ・青年 ・婦人 ・一般から、 「私力i

jjえる郷土高山県」、「これからの高山県」など、 郷

土に|期する主張作文を募集いたしdます。

上千糸
口
を
抽
き
だ
し
て
、

創
造
し
な

け
れ
ば
な
ら
な

い
。

県
民
の
み
な
さ
ん
か
ら

た

い
へ

ん
ご
好
評
を
い
た

だ
い

て

い
る
「
県

民
大
学
校
」
は

ス
タ
ン
ダ
l
ル
の

万葉の;政人、大伴家持が国司として、こよなく 愛

した越中間は、その昔、越 (高志)の固といわれま

した。

木曽義件lの侵入から佐々成政までが越中。

前回利次が加賀藩から分封されて治めた白-山藩。

そして明治4年、 廃藩置県によリ 一時は富山県と

されたが、その後数年の聞に、新川県や石川県と変

せんした私たちの郷土は、 米沢絞三郎らの熱烈な分

県運動が実を結び、ついに、明治16年 5月9日、石

川県から分県して現化の富山県が誕生し ました。

それから95周年を迎えた今日 まで、 稲作農業を中

心としながらも、伏木j巷や富山地を聞き 、道路と鉄

道に先覚し、荒れ狂う河川をifiめ、その豊かな水を

利用して電源王国の名を手中にし、 いまや、 日本海

恨IJ沿 J~!: )日 l 指の工業リl L と し て 発展を続けて おリ ま す 。

勤勉で、 忍liri;t強い県民性は、 教育熱の出まリとな

って、全国凶指の教育県と言われる紅になリ、県民

はいま、学校教育のみならず、 ' l~ ìiJ教育への 11又 リ組

みに熱心な傾注をみせています

富山県になって

募集についての詳細が決まリ次第、お知らせいた

しますので、芯¥るづてご応募くださるよう、 いまか

ら.iJ¥'1'1:の準備していてください

富山県はいま

月
j
i
小川唱
H
午
後
3
時
お
分
「
4
時
5
分
(
教
育
テ
レ
ヒ
)

火

1
八点
川
町
H
午
前
日
吋
加
分
i
U
昨
日
分
(総人
口テ
レ
ビ
内
政
送
)

「
中
学
生
日
記
」
コ

l
ス

H
叫
日
午
後
1
川
5
分
1
1
昨
日ぬ分
(総
介
テ
レ
ビ
)

「
銀
河
テ
レ
ビ
小
説
」
コ
ー
ス

川
i
令
山地
日
午
後
9
時
刊
分
i
m
時

再
放
送
l
川
1
金
叫
U
午
後
l
時
5
分
1
1
時
お
分
(総
介
テ
レ
ビ
)

H
W哨
日
午
前
日
時

l
u
時
(教
行
テ
レ
ビ
)

「
日
曜
美
術
館
」
コ

l
ス

再
放
送

1
日
叫
日
午
後
8
時
1
9
時
(教
育
テ
レ
ビ
)

、'
E

、

，IE
d
ι
I
・r

A'

・1

期
間

5
片
幻
日
↓
来
年

3
月
上
旬

場
所

県
教
育
文
化
会
館

いま、 白山県は愛と繁栄の県政を正木に、 九i祉行

{
疋
回
目
貝

名
コ
ー
ス
と
も
約
2
0
0
名

「
お
か
あ
さ
ん
の
勉
強
室
」
コ

i
ス

期
間

6
月
日
日
↓
ロ
月
ま
で

場
所

ス
ク
ー
リ

ン
グ
(
講
師
を
凶

ん
で
の
共
同
学
科
)
の
場
所

は
そ
の
都
度
受
講
者
に
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

し
て
川
山
崎
す
る
た
め
に
も

ま
た

位
以
で
脳
出
昧
山
-
は
か
な
人
件[
を
生
き
る

た
め
に
も

こ
の
川
町
村
大
小
校
を
大

い
に
治
則
し
て
く
だ
さ
い
J

今
年
は
次
の
講
峰
を
つ
く
り
ま
し

?こ

5 

ど
な
た
で
も
受
講
で
き
ま
す
が

各
コ
ー
ス
と
も
約
百
名
と
し
て
い
ま

す
の
で
、
お
い
日
に
次
に
よ
り
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い

申
し
込
み
期
間
は

5
月
1
日
1
5
月

m
H
ま
で
で
す
。

申
し
込
み
先
及
び
問
い
合
せ
は

山

弁j-
怖
北
町
七

山
山
県
教
育
文
化
会
館
内

県
民
大
学
校
友
の
会
「
前
烏
会
事

務
局」

8
0
7
6
4
・引
・
8
6
3
5
内
線

μ

H
K
が
テ
レ
ビ
で
肱
送
す
る
次

の
番
組
を
祝
聴
し
な
が
ら
、
ス
ク
l

リ
ン
グ

(
共
同
学
留
)
や

「辿
一
七
」

「質
問
カ
l
ド
L

な
ど
を
組
み
合
わ

せ
て
、
楽
し
く
学
習
す
る
講
座
で
す
。

フ

受
付
と
申
し
込
み
先

5
月
日
日
か
ら
受
け
付
け
ま
す
。

山

親l

ilH 

tじ

県
教
育
妥
員
会
生
出
教
育
班

「肱
送
通
信
講
座
」
係

2
0
7
6
4
・出
・
4
1
1
1

U
1
出
2
7
7
・
2
7
8

I
1
・，M河川
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広
く
県
民
の
み
な
さ
ん
に
開
放
し
て
、

日
常
生
出
に
爪
結
し
た
実
の
あ
る
学

羽
刊
を
継
続
的
に
行
っ
て

い
ま
す
が
、

い
ま
す
。

今
年
は
次
の
高
校
で
開
放
講
座
を
行

講
座
の
内
容
や
実
地
期
日
な
ど
に

つ
い
て
の
詳
し
い

こ
と
は
、
弁
学
校

ま
た
は
、
当
般
市
町
村
教
育
委
員
会

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

富福有志小八雄央中桜上
学

蒙出高光磯貴杉尾峰農校業高 井市
高一高野高高高高 高高

校

名
校校校校校校校 校校

ンコ 康健 趣味 暮ら 豊か 郷土 操情 暮ら 健康 趣味

ピと と しなの豊し とと ア
ユ 体教に 暮良かの 体 養教

|カ養生句さに中 Jポ力gミ
タ 11 かしを に
入わ すと知 自
門た 趣趣リ 然し
し 味味趣

趣41L 体力ぃ
? 

も との味
や 科 園を
ろ 1ぷ子'-'4 一云++- 仏rム 4 味づ
つ 't と
体 よ 国
力 つ

11 

11 

つ

11 

みなさんに、県の施設や事業を紹介し、県

政についての正しい理解と認識を高めていだ

だくだめに、県政パス教室を実施しています。

合年も4月から運行して、たいへん好評を

ドri己の 安訂iてい、はがきでお qlし込みくだ さい

(個人)

田応募方法

(団体)

-申し込み先

申込団体または例人の住所地 巾込先 liJi-イ1:地 電話番号

高山市 ・上新川君li.婦負有Il 日山県知事公主広報課
富山市新総曲輪I一7 (0764) 

高山県庁内 31-3131 

高岡市・新湊市 ・i)<.見市 ・射
高 |司地方県 l(相談主

1司岡市亦十11父211 (0766) 

水君1)，ft.';岡町 高岡総合庁合内 21-9411 

魚津市 ・滑川市・黒部市・下
魚河I也h県民相談室 魚、i1t市新宿10-7

(0765) 

朝刊11君li.中新川君li 魚津総fT庁合内 24 -5311 
砺波市・小矢部市 ・東砺波郡

砺波地方県I己中11~炎宅
f両j皮市幸町1-7 (07633) 

-福光町 砺波総イト庁 ~'i内 3 -5151 

住
所
(
郵
便
番
号
)

氏
名
電
話
番
号

希
望
の
コ
l
ス

及
び
運
行
月
日

団
俸
名

(
事
務
胃
設
置
)
市
町
村
名

代
表
者
氏
名

連
絡
者
住
所
(
郵
便
番
号
)

氏
名
及
び
電
話
番
号

希
望
の
ゴ
|
ス
及
び
運
行
月
日

親
子
パ
ス

に
、
弁
界
の
第

一
級
の
品
川
か
ら
、
組
し
み
や
す
く

し
か
も
、
栴
凋
の
い
け
川
い
品
B

仰
を
凶
き
、
バ
ラ
エ
テ
ィ

に
山
ん
だ
学
割
引
が
で
き
る

「反
則
ト
入
学
」
。

日J l'主 前
グ〉 グ〕 甘目

古I~ 部 …

11 11 ~ 
7 7 回
} J 月 山
27 26 会
口日 爆
↓↓ J 
8 8 
) j tl 
2 1 
日 H

(講
師
)

「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
日
本
」

東
大
名
誉
教
授

林

「
く
ら
し
と
法
律
」

弁

護

士

鍛

冶
千
鶴
子
氏

「
H
本
語
と
日
本
文
化
」

京

大

教

授

多

国
道
太
郎
氏

「
日
本
列
島
再
開
発
」

名

大

教

授

鳥

津

康

男

氏

「
映
画
を

つ
く
る
と
い
う
こ
と
L

映

画

監

督

山

田

洋

次

氏

「
虚
構
と
真
実
」

作
家

健
太
郎
氏

吉
村

昭

氏

い
ず
れ
も
受
付
申
し
込
み
先
は
、

人
l

年
の
講
師
は
在
一
リ
叫
の
万
々
で
す
。

後
期

(
高
岡
会
場
)

8 

伎
の
部
1
8
月
2
日
↓
8
月
8

H

(品
川
)

「
私
の
創
作
ノ

l
ト」

作
家

津

村

節

子

氏

「
映
像
の
真
実
」

映

画

評

論

家

荻

昌

弘

氏

「
H
本
の
近
代
化
」

上
智
大
学
学
長
ヨ
ゼ
フ
・
ピ
タ
ウ
氏

「
自
然
と
人
間
の
共
存
を
目
ざ
し
て
」

横

浜

田

大

教

授

宮

脇

昭

氏

「
こ
と
ば
の
美
し
さ
」

詩

人

大

岡

信

氏

「
国
際
化
時
代
の
経
済
と
く
ら
し
」

経
済
評
論
家

大
来
佐
武
郎
氏

6
月
幻
日
か
ら
受
け
付
け

富
山
市
新
総
曲
輪

一
l
七
県
教
育
委
員
会
生
涯
教
育
班
あ
て
に

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。)

親
子
パ
ス
は
、

7
月
お
日

と
8
月
2
日
に
運
行
し
ま
す
も

受
付
は

6
月
4
1
日
か
ら
何
回

ま
で
で
す
。

コ
ー
ス
は
次
号
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
が
、
広
報
課
ま
だ

は
、
最
寄
り
の
地
方
県
民
相

談
室
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

四 携行品など

(1)参加すそは無料ですが、入館料

(J;出竜平・風土記の li-_)の実'(~は

負';-11してください。

(2)昼食及びお茶は、各 i'I持参し

てください。

(3)団体で参加 される場介は、団

体ヵ、指定する場所(2カ所)ま

で送迎します。

園 申し込み期間

7 ・ 8片の県政ノ〈ス→ 5月 1日- 5 n 15日
9 ・10月の県政ノ〈ス→ 7)j 1日-7月15日

固参加の決定通知

抽選によ って決定します。

なお、参加者決定の通知iをも って発表に

かえ、 抽選もれの方には通知しませんので

ごT#えください。

「
日
本
の
風
土
と
郷
土
の
文
化
を

探
る
」

を
テ
!
?
に
、
中
央
講
師
、

地
元
講
師
の
講
演
を
聞
き
、
気
楽
な

県
西
部
会
場

井
波
町
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
、

同
じ
く
7
回
聞
き
ま
す
。

つな
lニ カミ
自己 lこ
慮も
し体
て系
し、的
ま学
す習
。 が

で
き
る
よ

県
東
部
会
場

申
し
込
み
先
及
び
受
付
は
、
7
月

別
日
か
ら
で
、
県
教
育
委
員
会
生
涯

魚
津
市
役
所
大
ホ
l
ル
で
、

9
月

か
ら
日
月
ま
で
に

7
回
聞
き
ま
す
。

教
育
斑
、
あ
る
い
は
会
場
毎
に
魚
津

市
、
井
波
町
の
教
育
委
員
会
へ
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

ァーマ 富山地ば 高岡地民 魚津地民 砺波地 lズ

(コース名称〉 i盟1子H コース 運行 日 コース 運行日 コ ー ス .it担ij 1 J コース

(頼成の森経由)・長生 社会福祉総fY施設・(運 緑化センター ・八回開 ふるさと護潔乍同 ・流

いつくしむ Kz' % 寮 ・高岡問層センター 15'% 動公間経由)・富 111武道 %.% (民食)・ふるさと養護 杉{f;人ホーム(!，f:食)・

% (昼食)・(富111新港経由) % 館(}Ff._食)・県庁 ・九重 学校 ・県庁 ・間的午前 % りrur.1'，'f悦i処sH教門セ
(下逼 干止) -県庁 ・社会宇田M首位iinlJi， 荘 ・身体障害者更生指 センター ンター ・寓 111新世

設 ・(運動公僅腔由) ¥与所

(事局兆の森議そ由)・京H!l11 和田川水道・(A開 III[、H 水産試験場・(品)j泌t;~ 不flH11I1タム・(よ開111[，)↑

きず〈 タム ・二上青少吐ドの家 地経山)・呉羽ノ、ィツ
% ・%

経由) ・富山地 .f{;H 地経rlj)・巳iA;Jノイツ

l(q・% (犀iミ)・(冨11噺争酪歪由 九 ・予{I (JJ.._食).IA-HY.;s111雫 ハイツ (1ぷ食)・1M庁 ・ % (/，l':Jミ)・川IJ・寓111'-ヂ

(仁 ~) % -県庁 ・寓 山1"央卸必 切ぅ 地 ・身体:g町号希更生-tFi (1日川タム 地 .M山'j"た卸'JじIfi財
rli場 導J肝

(太閤111団地経由)・高 高 111新地 ・fl:i'I羅漢 ・ 自 111企業卜11地 ・日 111新 高間射出卜)j地 ・ l業『試

さかえる 問問屠センター ・ ~:業 呉羽ハイツ(}，f:食)・以 地 ・木材試験財(J"';_食) 九，% 験制(五世1ミ)・1μIj・!ム

~ ・ 予6 試験崩(貝食)・(_:_と万 九 -%1 庁 ・広白堂 ・畠 111，高等 Kz・% -県fj・流杉老人ホー 自常 ・利HI川/K.iu
(商 n % ・% 葉 ・富 山新港経由)・県 日能r学校 L、

庁 ・埋蔵文化財センター

水産試験場 ・富 111mフ 塚越花木[、日地 ・木村試 7K時試験場・林業試験 緑化センター ・股業ぷ

つちかう ラワーセンター(昼食) 験場(昼食)・同庁 ・セ 場(民食)・農業試験尉 験場 (/，j.._食). 'h'+f j"・塚

% ・% -農業試験場 ・県庁 ・ Yz6・% ーナー苑 ・農業試験j幼.九 .% -県庁 ・うど通管制セン ~ 越イE木岡地 ・A閤 1I1{l二
(農林水産ー) 何日 交通管制センター ラVz7 ター 宅 [，Jj地

県民公闘 ・瑞竜寺:υ歪 公害センター ・緑化セ 薬草闘 ・立111う参道卜 .公汗センター ・県民公

やすらぐ 食)・(二上万葉 ・富 山 ンター(昼食)・県庁 ・ ガ並木 ・大岩眼 目県定 K9'% 閑 ・呉羽ハイツ(/，1:1):)
% ・% 新港経由)・県庁・粗大 % ・% 大岩眼目県定公閑 ~ ・ % 公閑(/ぷ食)・県庁 ・情 l県fJ・1肖'fi午前センタ

(同然環境) % ゴミ処理場 先 報処理教育センター ・ 一 ・緑化センター

(呉羽111公園経由)

立111風上記の丘 ・11I野 呉羽少年自然の家 ・均e 江山風上記の丘 ・I1I野 端竜寺 ・ 県、~凶 v号館

そだてる Ys.% スポーツセンター(昼 % ，I，9{， 蔵文化財センター ・県 スポーツセンター(民 (民食)・県庁 ・斜学教

% ''Xs 
食)・県庁 ・斜学教育 立凶書館(昼食)・県庁 % ・% 食)・県庁 ・斜学教育 Yz6 育センター ・呉羽少年

(教 育) センター -交通管制センター ・ センター ・ (運動公除l 1'1然の家

公害センター 経由)

.運行コ ースは変更する ことがあ ηます7月からの「県政パス教室」運行表
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第 1種住居専用地域

第2種住居専用地域

6月1日から
都市計画法で指定されている地域のうち

な
い
富
山
県
建
築
基
準
法
施
行

条
例
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
中

高
層
建
築
物
に
よ
る

「
日
影
規

制
」
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

そ
の
内
容
は
、
六
月
一
日
以

降
に
建
築
す
る
中
高
層
建
築
物

に
よ
っ
て
生
ず
る
日
影
を
一
定

の
基
準
の
下
に
規
制
し

そ

の

建
築
物
の
周
辺
に
お
け
る
日
照

条
件
の
悪
化
を
防
止
し
て
、
良

好
な
居
住
環
境
を
確
保
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
す
。

ら
な
い
よ
う
制
限
す
る
も
の
で
す
。

建
築
の
確
認
申
請
を
す
る
と
き
に
、

こ
の
日
影
を
か

い
た
日
影
図
を
添
付

し
て
審
査
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。日

影
時
間
の
測
定
面
の
高
さ
は、

第
一
種
住
居
専
用
地
域
で
は
平
均
地

盤
面
か
ら

一
・
五

灯

(
お
お
む
ね

一

階
の
窓
の
中
心

の
高
さ
)
、
そ

の
他

の

地
域
で
は
四
灯

(
お
お
む
ね
二
階
の

窓
の
中
心
の
高
さ
)
の
所
で
測
定
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

土
」F
h
~

日
影
の

測
定
は
、
真
北
方

向
を
基
準
と
し
た
冬
至
日
の
真
太
陽

時
に
よ
る
、

午
前
八
時
か
ら
午
後
四

時
ま
で
の
問
で
測
定
す
る
も
の
で
す
。

た
だ
し
土
地
の
状
況
な
ど
に
よ
り

周
阿
の
居
住
環
境
を
害
す
る
お
そ
れ

が
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
は
、
建

築
審
査
会
の

同
意
を
得
て
許
可
さ
れ

ま
す
。

そ
の
他

こ
の
規
制
は
六
月

一
日
か
ら
適
用

用
途
地
域
に
指
定
さ
れ

て
い
る
下
記
の
表
に
掲
げ
る
市
町
の
用

さ
れ
ま
す
。

途
地
域
内
で
建
築
計
画
の
あ
る
方
は

住居地域指定区域
こ
の
日
影
規
制
の
対
象
と
な
る
地

域
は
、
都
市
計
画
法
で
指
定
さ
れ
て

い
る
地
域
の
う
ち
、
第

一
種
住
肘
咋

用
地
域

・
第
二
種
住
居
専
用
地
域
及

び
住
居
地
域
の
指
定
が
さ
れ
て
い
る

区
域
を
対
象
と
し
ま
す
。
，
-
、，
}

J

、

J
J
'

才
J
I
I
L

富
山
市
に
つ
い
て
は
、
近
隣
商
業
地

域
と
準
工
業
地
域

で
容
積
率
が
担
叩
と

定
め
ら
れ
て
い
る
区
域
も
対
象
と
な

り
ま
す
。

規
制
対
象
と
な
る
建
築
物

日
影
規
制
が
適
用
さ
れ
る
建
築
物

は
、
第
一
種
住
居
専
用
地
域
内
で
は
、

建
築
さ
れ
る
建
築
物
の
軒
高
さ
が
七

灯
を
超
え
る
建
築
物
ま
た
は
、
階
数

が
三
以
上

(
地
階
を
除
く
。)
の
建
築

1.5m 
または

4m 

日影の測定面の高さ県
建
築
住
宅
課
ま
た
は
土
木
事
務
所

の
建
築
課
や
、
富
山
市
と
高
岡
市
の

建
築
指
導
課
あ
る
い
は
建
築
士
と
十

分
打
合
せ
し
て
く
だ
さ
い
。

物
が
対
象
に
な
り
、
そ
の
他
の
地
域

で
は

建
築
物
の
高
さ
が
十
灯
を
超

え
る
建
築
物
が
対
象
と
な
リ
、

い
ず

れ
も
日
山
V
W
M
胤
制
の
適
用
を
、
つ
け
る
こ

と
と
な
リ
ま
す
。

/
一
¥

l
:
l
 

¥一/

第 1種住居専用地域iい十

規
制
の
内
容

建
築
す
る
場
所
に
よ

っ
て
規
制
の

内
容
に
新

F
の
ち
が
い
が
あ
り
ま
す

が
、
敷
地
外
五
灯
以
上
十
日
以
内
の

第 1種住居専用地域

道路

その他の地域; ~5m~ 

I也準 地 JlI 住 第 第 条
域工 域|礎 一 一 伊IJ一
業 商 居 種 極 で
業

住居 住居
，/"ーー、、巴
/2/〆0ーー積容........_ 
地 lE 

ヲ10富率
専
専用
さ

域 用 オし
10率 地 地 て

グ〉 σ3 域 域 し、

¥域区、__./
区 る

、域、ー_./
地
域

福町大島 市 富 用
r日口Aτヨ・ i金

町岡 井・町魚・、市山 地
山 波 ・津 域

大町小市高 カf

市 山・ 杉 ・岡
町福町砺市 r刃J三. 

野 -波 さ
城町婦市氷 オL

端町 福光・町中 大門・見市
て
し、

る
町 入 町 滑 市
善 ・川 町

日
影
と
、
十
日
を
超
え
る
日
彬
の
二

段
階
で
、

別
表
に
掲
げ
る
時
間
以
上

の
日
杉
を
隣
接
地
に
あ
た
え
て
は
な

10 11 



解
説

天
ま
で
伸
び
定
ト合
の
子

砺
波
地
方
の
民
話
で
、
竹
の
子
が
天

ま
で
伸
び
る
と
い
う
想
像
力
は
す
ば
ら

し
い
。
子
供
の
空
へ
の
夢
を
か
き
た
て

ヲ。
。

ぶ
ん
・

石
崎
直
義

民
話
学
で
は
、
笑
話
の
類
型
大
話
に

属
す
る
。

数
年
前
、
宝
塚
で
歌
劇
化
さ
れ
、
雪

組
が
富
山
市
公
会
堂
で
公
演
し
た
。

-
お
母
さ
ん
と
子
ど
も
の
対
話
の
ぺ

l
ジ
と
し
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

え
・

久
米
宏

む
か
し
¥
む
か
し
あ
つ
だ
と
。
あ
る
と
こ
ろ
に
¥

お
爺
と
お
婆
ガ
住
ん
ど
っ
た
と
。

凹
い
て
お
る
の
だ
つ
だ
。

こ
り
や
か
わ
い
そ
う
に
と
い
っ
て
¥
縁
板
を
一
枚
は

二
人
、ガ
伸
よ
く
縁
側
に
腰
か
け
て
¥
お

茶
を
飲
ん
、と
っ
た
ら
¥
ト
ン
ト
ン
¥
ト
ン
ト
ン
と
戸

を
凹
く
よ
う
な
音
が
し
た
。
誌
か
訪
ね
て
き
だ
の
か

ず
い
て
や
っ
た
。

あ
る
日
¥

竹
の
子
は
¥
う
れ
し
そ
う
に
、
ず
ん
ず
ん
伸
び
て
い

き
¥
あ
し
た
に
な
っ
だ
ら
天
井
板
に
つ
か
え
て
、
↓
↓
小

な
と
¥
玄
関
の
方
へ
お
婆
、ガ
い
っ
て
み
た
れ
ど
わ
か

疋
¥
ト
ン
ト
ン
¥
ト
ン
ト
ン
と
叩
い
だ
。

ら
な
ん
だ
。

お
爺
は
ま
だ
¥
天
井
板
を
一
枚
は
、
ず
い
て
や
っ
芝
。

変
だ
な
と
思
う
て
耳
を
す
ぎ
し
て
み
る
と
¥
縁
の

竹
の
子
は
ま
だ
伸
び
て
¥
そ
の
次
の
あ
し
だ
に
は

屋
根
の
瓦
に
つ
か
え
だ
の
で
¥
瓦
を

一
枚
は
ず
い
て

下
か
ら
の
音
ら
し
い
。
お
爺
、
ガ
の
ぞ
い
て
み
だ
ら
¥

一
本
の
竹
の
子
、
か
伸
び
よ
う
と
し
て
¥
頭
で
縁
板
を

や
つ
だ
。

f 
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竹
の
子
は
、
も
う
頭
に
っ
か
え
る
も
の
が
無
く
な

っ
た
も
ん
で
¥
ぐ
ん
ぐ
ん
大
空
ヘ
伸
び
て
い
つ
だ
。

二

・
三
日
だ
っ
と
¥
頭
の
先
、
ガ
雲
の
中
ヘ
入
っ
て
¥

地
上
か
ら
見
え
な
く
な
っ
て
し
も
だ
。
お
爺
と
あ
誌

は
、
そ
れ
を
見
上
げ
て
¥
ど
こ
ま
で
伸
び
と
る
の
か

知
り
と
う
な
つ
だ
。

そ
こ
で
¥
あ
爺
、
ガ
竹
の
子
に
木
登
り
し
て
見
に
行

つ
だ
が
や
。
お
婆
は
そ
れ
を
見
上
げ
て
¥
や
が
て
降

り
て
く
る
お
爺
一
を
待
っ
と
っ
た
と
。
、
だ
い
ぶ
ん
畏
<

だ
っ
て
か
ら
お
爺
、
か
お
り
て
ご
ざ
つ
だ
。

「裂↓示
、
婆
↓示
。
び
っ
く
り
す
る
わ
い
な
。
竹
の

子
の
頭
は
¥
天
の
世
界
ま
で
伸
び
と
る
ぞ
。
お
月
さ

ま
と
お
星
さ
ま
に
会
つ
だ
ら
¥
婆
ぎ
を
連
れ
て
き
て

ほ
し
い
。
だ
ん
と
ご
ち
そ
う
し
て
や
る
と
お
っ
し
ゃ

つ
だ
ぞ
。
さ
あ
¥
い
っ
し
ょ
に
い
く
ま
い
け
げ
と
い

つ
だ
と
。

、
だ
け
ど
¥
お
婆
は
女
で
木
登
り
で
き
ん
の
で
¥
大

き
な
袋
の
中
に
入
れ
て
¥
あ
爺
、
ガ
そ
れ
を
口
に
く
わ

え
て
い
く
こ
と
に
し
だ
、
ガ
じ
ゃ
。
そ
れ
で
¥
天
の
世

界
に
巷
く
ま
で
は
¥
ど
ん
な
に
辛
う
て
も
が
ま
ん
し

て
¥
も
う
と
う
物
を
問
う
だ
り
せ
ん
こ
と
に
き
め
だ

'

と
。お

爺
は
歯
を
食
い
し
ば
っ
て
が
ん
ば
り
な
が
ら
¥

竹
の
子
を
木
登
り
し
て
い
つ
だ
。
と
こ
ろ
が
¥
お
婆

は
人
一
倍
の
お
し
ゃ
べ
り
女
、
だ
っ
た
か
ら
¥
袋
の
中

で
だ
ま
っ
と
る
の
ガ
¥
ひ
ど
く
退
屈
じ
ゃ
つ
だ
。
や

が
て
¥天
の
世
界
の
入
口
の
そ
ば
ま
で
著
い
だ
こ
ろ
¥

と
う
と
う
が
ま
ん
で
き
ん
よ
う
に
な
っ
て
、
思
わ
ず

知
ら
、ず¥
お
爺
に
問
い
か
け
た
の
じ
ゃ
つ
だ
。

「爺一い。

↓示
、だ
ま
、だ
着
か
ん
ガ
ガ
い
ね
げ
と
い
う

と
¥
お
爺
も
思
わ
ず
知
ら
ず

コ
つ
ん
¥
す
ぐ
そ
こ
じ
ゃ
日
と
窓
口
え
た
。

す
る
と
¥
袋
を
く
わ
え
だ
口
、
ガ
パ
ク
リ
と
開
い
て
¥

お
婆
は
、
袋
に
入
っ
た
ま
ん
ま
¥
す
っ
と
ん
と
地
上

に
落
ち
て
い
っ
て
し
も
た
と
。

あ
爺
は
¥
ど
う
し
よ
う
こ
う
し
ょ
う
も
な
ら
ん
で
¥

天
の
人
と
な
っ
た
と
。

と
こ
ろ
が
¥
お
婆
は
¥
蕎
麦
の
畑
に
落
っ
ち
た
の

じ
ゃ
っ
た
。
そ
し
だ
ら
¥
蕎
麦
の
茎
ガ
¥
お
婆
の
皿

で
染
ま
っ
て
紅
く
な
り
¥
今
み
だ
い
に
な
っ
疋
の
じ

ゃ
と
。
語
っ
て
も
語
ら
い
で
も
そ
う
ろ
う
の
も
の
が
た
り
。



自分が感じる運動の強さで判断して 脈 t専

1 非常に非常に軽い 90以下

2 非常に軽い 90 

3 軽い 100 

4 やや軽い 110 

5 軽くも強くもない(普通) 120 

6 ちょっと強い 130 

7 強い 140 

8 非常に強い 150 

9 非常に非常に強い 160 

*脈作の数え万

運動休止直後、手首の脈数を 15秒間の脈J専回数X4

あるいは10秒間の脈博回数X6 

300 cal消費することになります。

お父さんの消費カロリーは 720cal i 

お母さんの消費カロリーは 540cal }になります。

300 cal J 

く二〉

.家庭婦人ノ〈レーボール大会

. トレーニングの適否を脈縛で

⑦ 運動の強さと脈樽の関係

優勝まで4試合したとすると

.町民歩こう 会(1日3時間歩いたとして)

のいずれでもよい。

75 cal消費しま す。

l試合25分とし て

草木が一斉に新芽をふき出しました。

私たちの心も身体も躍動してきます。

さあ.グみんなそろって元気に運動しましょう。

(例2)

坊やめ消費カロリーは

.運動と消費カロリー
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あ
な
だ
も
ど
こ
で
も

ス
ポ
ー
ツ
の
生
活
化

具
体
的
な
当
り

(例1)

か
つ
て
な
い
高
ま
り
を
見
せ
て
い
ま

し
か
し
、
実
際
活
動
面
に
つ
い
て

は
、
今

一
歩
の
迫
力
な
い
し
は
、
切

す
。ま

た
、
健
康

・
体
力
の
向
上
の
た

実
感
に
欠
け
て
い
る
よ
う
で
す
。

県
で
は
、

J
県
民
ひ
と
り
一
ス
ポ

め
の
中
核
は
ス
ポ
ー
ツ
で
あ
る
と
い

H

県
民
ひ
と
り

一
ス
ポ
ー
ツ

々
が
唱

え
ら
れ
て
か
ら
五
年
、
健
康

・
体
力

に
つ
い
て
の
意
識
と
関
心
は
、
未
だ

う
認
識
も
高
ま
り
、
関
係
者
は
こ
ぞ

ー
ツ
H

の
あ
る
べ
き
姿
は
、

ひ
と
り
が
、
生
涯
を
通
し
て
、
年
齢

「一

人

っ
て
そ
の
条
件
整
備
に
努
め
て
き
ま

し
た
。

体
力
に
応
じ
た
活
動
を
す
る
こ
と
で

あ
る
」
こ
と
に
着
目
し
、
適
切
な
活

.幼児のための親子体操

次の活動事例の中から選んで、

適切なJ:!t動をしてくださ L、。

の
で
す
。
従

っ
て
、
だ
れ
も
が
、
い

つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
い
つ
ま
で
も

ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
続
け
る
と
い
う
基

本
に
立
っ
て
、
次
の
諸
点
を
メ
ニ
ュ

子供のカを利用しなか

ら前へ進む

*ひこうき

動
の
具
体
的
内
容
を
提
示
し
よ
う
と

試
み
ま
し
た
。

ー
作
成
の
柱
と
し
て
あ
り
ま
す
。

I~実
100% 85 % 70 % 50 % 30 % 

最大脈昨数 トレーニングを騎 ここまで上げれは、運 トレーニンクに慣れ これ以上の強度でな

(運動強度の限界値) めは、ここまでは可能 動効巣は十分 たらここまで上げる いと運動効果はない

10歳代 193回/分 174回/分 156回/分 132回/分 107凶/分

休
20 11 186 169 151 128 105 

30 11 179 163 146 125 103 
力
40 11 172 157 141 121 101 

年
50 11 165 151 137 118 99 

代
60 11 158 145 132 114 96 

70 11 151 139 127 111 94 

こ
の
た
び
、
三
か
年
に
わ
た
る
調
査

⑦ 

ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
内
容
は
、
年

研
究
の
結
果
を
ま
と
め
、
資
料
や
活

齢
体
力
を
法
本
に
ヒ
た
J

*後ろ押し

動
例
を
豊
富
に
盛
り
込
み
、
「
生
涯
ス

③ 

活
動
の
メ
ド
と
し
て
、
回
数、

時
間
、
脈
博
数
、
消
費
カ
ロ
リ
ー
等

の
具
体
的
基
準
を
示
し
た
。

⑨
 

ポ
ー
ツ
の
す
す
め
」
と
し
て
提
示
す

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

こ
の
メ
ニ
ュ
ー
を
ス
ポ
ー
ツ
愛
好

者
の
み
な
ら
ず
、
老
い
も
若
き
も
、

*山のぼり
f忌い山のはりからだん

だん高い山のぼりへと

⑧ 

随
所
に
「
健
康
法
ミ
ニ
ガ
イ
ド
」

欄
を
設
け
、
名
大
教
授
松
井
秀
泊
先

生
の
科
学
的
で
手
軽
な
健
康
法
を
紹

日
常
生
活

ご

日

、

季

節
、
職

純
等
)
に
密
若
し
た
内
容
を
豊
高
に

し
、
年
齢
、
体
力
に
応
じ
て
選
択
可

初
心
者
も
、
こ
れ
を
座
右
の
友
と
し

て
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
取
り
組
ん
で
い

介
し
た
。

能
な
も
の
と
し
た
。

⑧
 

た
だ
く
こ
と
が
最
大
の
ね
ら
い
で
す
。

⑧

県
内
市
町
村
の
施
設
、
指
導
者

グ
ル
ー
プ
等
を
紹
介
し
、
愛
好
者
の

活
動
の
仕
方
を
イ
ラ
ス
ト
化
す

利
用
と
普
及

る
こ
と
に
よ

っ
て
、
だ
れ
で
も
容
易

に
取
り
組
め
る
よ
う
に
し
た
。

メニ

ュ
ー
の
特
徴
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便
宜
を
図

っ
た
。

「
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
す
す
め
」は

川
基
本
編

入
閉
め
生
涯
を
通
し
て

健
康
・
体
力
に
焦
点
を
あ
て
た
年
代

特
徴
と
実
践
課
題
を
挙
げ
、
ス
ポ
l

市
町
村
教
委
、
公
共
体
育
地
設
等
へ

配
布
し
ま
す
の
で
、
最
寄
り
の
所
へ

( 80カロ 1)ーを¥
dl~竹(するには j

はじめから終リまで12回

16ぅ〉

1分間90mの.cl[さで27分

1分間70mのj虫さで45分

1分間50mの述さで62分

1分間100mのj生さで7分

1分間]1001ulの辿さで12分

Jドi，}，ぎ 1ぅ〉問125mグ)j虫きで15う〉

クロール 1分 I:¥J40mの速さで6分

12人分

1，63orx 

6 !r':~:をほうき ・ はたきで 11室

出んだ'必'F.で立って70分

100-120分

体力年代別の各運動強度の脈揚数(毎分)

Ui二)80カロリ (ごはん茶わんに 2小手、ねりょうかん

1 1;1)、ビ ールジヨソ キ 1へ分、 H 本州ii~t 利二|土分のそ

れぞれカ、80カロリ ーに"真当する)

照
会
し
て
く
だ
さ
い
。

ツ
活
動
と
結
び
つ
け
ま
し
た
。

ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
実
際
面

県
で
は
、
普
及
版
と
し
て
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
の
発
行
や
指
導
者
講
習
会
を

に
つ
い
て
調
査
身
察
を
加
え
、
各
年

代
に
お
け
る
課
題
と
実
際
活
動
の
ズ

レ
を
補
う
基
礎
資
料
と
し
、
生
涯
ス

計
画
し
て
い
ま
す
が

市
町
村
に
お

い
て
も
普
及
の
ト
刀
法
に
つ
い
て
配
慮

願
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

運動と消費カロリー

ポ
l
ツ
推
進
の
た
め
の
課
題
に
つ
い

最
後
に

活
動
に
当
っ
て
は
、
注

て
も
考
察
を
加
え
ま
し
た
。

意
事
項
を
守
リ

と
く
に
中
年
以
降

ラジオ体操

ピンポ ン

歩行

マラソン

なわとび

水 泳

ふとんしき

階段のぼり

そうじ

乗り物

すい じ一般

間
活
動
編

ス
ポ
ー
ツ
は

知
識
や

の
万
は
ぷ
準
の
数
字
に
と
ら
わ
れ
て

理
解
が
実
際
活
動
に
結
び
つ
い
た
時

に
、
初
め
て
成
果
が
期
待
で
き
る
も

無
理
を
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
。



見に行きませんか

ヒナに餌を与えるウグイス

五
月
十
日
か
ら
パ
!
ド
・
ウ
ィ

ー
ク
で
す
。

野
や
山
は
新
緑
と
野

鳥
の
声
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

は
る

ば
る
南
の
国
か
ら
や
っ
て
き
だ
渡

り
鳥
(
夏
鳥
)
に
と
っ
て
は
、
結

婚
相
手
を
求
め
る
恋
の
季
節
で
す
令

年
中
、
地
元
に
い
る
鳥
(
留
鳥
)

に
は
も
う
巣
の
中
に
卵
や
雛
が
見

ら
れ
ま
す
。
木
々
の
梢
か
ら
も
素

晴
ら
し
い
声
が
聞
こ
え
て
き
ま
す
。

す
ば
ら
し
い
自
然
の
主
、
「
野
鳥
L

を
見
に
行
き
ま
せ
ん
か
。

ノス 1)

住
み
場
所
で
種
類
、が
ち
が
う

富
山
県
は
自
然
に
恵
ま
れ
て
い
ま

す
。海

あ

り

川

あ

り

森

林

、

高

原

高
山
な
ど
大
変
に
変
化
に
富
ん
で
い

ま
す
。

野
鳥
は
そ
れ
ぞ
れ
の
環
境
に
適
応

し
た
体
つ
き
を
し
て
い
ま
す
。

そ
う
し
た
こ
と
か
ら
環
境
に
よ

っ

て
見
ら
れ
る
野
鳥
も
異
っ
て
く
る
わ

け
で
す
。

森
で
見
ら
れ
る
野
鳥

な
ん
と
い
っ
て
も
野
鳥
の
多
い
の

は
森
林
で
し
ょ
う
。

森
林
は
地
表
か

ら
梢
ま
で
空
聞
が
多
層
で
あ
る
の
で

野
鳥
が
多
い
の
で
す
。

よ
く
注
意
し

て
観
察
す
る
と
一
本
の
木
で
も
鳥
に

よ

っ
て
餌
を
採

っ
た
り
す
る
生
活
の

場
所
が
異
な

っ
て
い
る
の
に
気
が
つ

く
で
し
ょ
う
。

夏の
森林で

マー

楢

うっそうと繁つだ林から、いろいろな鳥の声がきこえてきます。

姿はなかなか見つけにくく、見えてもすばやくかくれてしまうので

名前ガわかりません。そんなとき、彼らの鳴き声の特徴を日本語に

置きかえておぼえる万法があります。これを「ききなしJ といいま

す。この頁のさきなしは育名なものですが、自分でつくってみてく

ださい。忘れませんよ。

オ巳

都
市
・
村
落
に
見
ら
れ
る
野
鳥

ヤマガラ

海
や
河
川
で
見
ら
れ
る
野
鳥

森
林
に
お
と
ら
ず
水
辺
に
も
野
鳥

が
集
ま
り
ま
す
。

海
辺
に
は
小
さ
な

日
(
類
や
ゴ
カ
イ
な
ど
、
こ
れ
ら
を
食

べ
る
野
鳥
が
集
ま
り
ま
す
。

遠
く
に

浮
か
ん
だ
カ
モ
や
ウ
ミ
ウ
な
ど
は
シ

ル
エ

ッ
ト
に
し
か
見
え
な
い
と
さ
が

あ
り
ま
す
が
、
特
徴
を
つ
か
め
ば
こ

ま
か
い
と
こ
ろ
が
見
え
な
く
て
も
種

類
を
当
て
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

尾

を
水
中
に
沈
め
て
い
る
鳥
は
潜
っ
て

魚
貝
類
を
と
ら
え
る
種
類
、
尾
が
ピ

ン
と
あ
が
っ
て
い
る
の
は
水
面
の
水

草
や
浮
い
て
い
る
も
の
を
食
べ
る
カ

モ
の
仲
間
で
す
。

一
鳥
加

わ
ん
/

f
λ
ジ

三

二

/
引
が
戸
川

¥

一

戸

/肱

¥λい
¥

/
ケ

司

午
キ
γ

/

か

セ
シ
モ

V
Y
/

ロ
ヨ
ガ

川
タ
オ
ル

、

沌

セ
づ
力
r

l
ノ

一

、ド

鳥
パザ
い
げ
多
/¥

記

阿
ン

一

定

ヂ

ネ

一

少

白

ウ

一

E
与
ト

一

海上に多い鳥
ユリカモメ、ウミスズメ
戸力工リヒレ戸シシギ

私
た
ち
の
家
の
近
く
に
も
ツ
バ
メ

んのオ
身野ナ
近鳥ガ
なが
自住ス
然んズ
がていメ
庭いな
先まど
です多
あ 。 く
りいの
公ち種
困ば、類

で
し
ょ
う
。

野
鳥
観
察
の
第

Jj) 

と

し
て
自
然
の
中
で
い
つ

(
時
間

・
苧

節
)
ど
ん
な
烏
が
来
る
か
、
ど
ん
な

所
が
好
き
か
、

何
を
食
べ
る
か
な
ど

ホオ ジ口

を
観
察
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

都
市
・
村
落
に
多
い
鳥
1
1
1
ス
ズ

モ
ズ
メ

・
ム
ク
ド
リ

・
ツ
バ
メ

・
キ
ジ

公
園
に
多

い
鳥
|

|

オ
ナ
ガ

・
カ
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ワ
ラ
ヒ
ワ

・
ヒ
ヨ
ド
リ
・

キ
ジ
バ
ト



たくましい児童を
二児童福祉週間二

5月

レ
ン
ゲ
の
十
化
に

水
辺
は

特
に
春
の
水
辺
に
は

草
花
が
息
吹
き

昆
虫
か
動
き
出
し

小
魚
が
泳
ぎ

幼
い
子
供
た
ち
に
と

つ
て
は
、
楽
し
い
遊
び
に
夢
中
に
な

る
要
素
が
た
く
さ
ん
あ
り

魅
力
た

っ
そよ
れり
はの
場
私所
たな
ち ・の

大で
人す
も 。

か
つ

五
月
五
日
の

「
子
ど
も
の
日
」
か

ら
一
週
間
は
、
児
童
福
祉
週
間
で
す
。

こ
の
週
間
は

児
童
の
幸
福
を
よ

り

一
層
高
め
る
た
め
に
は
ど
う
す
れ

ば
良
い
か
と
い
う

こ
と
を

国
民
全

部
で
考
え
る
た
め
の
も
の
で
す
。

児
童
が
健
や
か
に
育
成
さ
れ
る
た

め
に
は

良
い

家
庭
環
境
は
申
す
ま

で
も
あ
り
ま
せ
ん
が

そ
れ
に
加
え

て
良

い
地
域
環
境
が
与
え
ら
れ
る

と
が
大
切
で
す
。

人
間
は

社
会
的
動
物
と

い
わ
れ

他
人
と
の
交
流
、

る
よ、
つ
に

.. 

ー

て
経
験
し
た
思
い
出
の
多
い
場
所
な

の
で
す
。

と
こ
ろ
が
、

こ
の
楽
し
い
場
所
で

あ
る
、
小
川
や
農
業
用
水
溝
、
池
な

ど
で
恐
ろ
し
い
水
死
事
故
が
起
き
て

い
ま
す
。

私
た
ち
が
子
供
の
頃
に
較
べ
て
水

死
事
故
は
多
く
な
い
で
し
ょ
う
か
。

な
ぜ
水
死
事
故
が
増
え
る

水
死
事
故
が
増
え
て
い
る

の
は
な

ぜ
だ
ろ
う
と
い
う
疑
問
を
探

っ
て
み

ま
し
ょ
う
。
何
が
最
大
原
因
か
は
別

と
し
て
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が
与
え

ら
れ
ま
せ
ん
で
し
ょ
う
か
。

①
チ
供
た
ち
の
遊
び
場
が
少
な
く
な

っ
た
。

②
核
家
族
化

・
共
稼
ぎ
な
ど
か
ら
子

供
へ
の
注
意
や
し
つ
け
が
ゆ
き
と

ど
か
な
い
。

③
過
保
護
な
ど
か
ら
子
供
は
危
険
に

対
し
鈍
感
に
な

っ
て
い
る
。

④
河
川
、
用
排
水
路
の
改
良
が
進
み

防
護
さ
く
な
ど
の
保
安
施
設
が
遅

れ
て

い
る
。

流宗
れ 路
がが
速 コ
〈ン

なク
つ リ
た |

化
さ
れ

⑥
杜
会
的
無
関
心
層
が
多
く
な
っ
た
。

-・
・・・・
・・
凸し
φ

L

P

U

こ
の
よ
う
に
考
え
て
く
る
と
、
水

死
事
故
は
、
単
に
子
供
の
過
失
だ
と

き
め

つ
け
ら
れ
な
い

よ
う

に
思
え
る

の
で
す
。

水
死
事
故
ゼ
ロ
を
め
ざ
し
て

ま
ず
、
県
や
市
町
村
で
は
、
危
険

だ
と
思
わ
れ
る
と
こ
ろ
に
は
、
な
る

べ
く
早
く
サ
ク
や
防
護
施
設
を
つ
く

り
、
事
故
防
止
に
努
め

る
よ
う

進
め

て
い
ま
す
。

た
だ
、
農
業
用
水
や
河
川
の
も

つ

援
助
に
よ
り
生
活
が
可
能
で
す
。

の
よ
う
な
社
会
性
は

児
童
期
に

お
け
る
仲
間
と
の
集
団
遊
び
の
中
で

自
然
に
培
わ
れ
て
い
く
も
の
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

子
供
に
と

っ
て
遊
び
場
は

ら
の
強
要
も
な
く

そ
の
活
動
を
始

め
る
と
き
は
そ
れ
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
い
う
義
務
感
も
な
く
、
子

ど
も
自
身
が
興
味
と
関
心
を
持

っ
て

自
発
的
に
楽
し
む
た
め
に
行
う
も
の

で
す
。

こ
の
よ
う
な
遊
び
の
中
か
ら

子
ど
も
達
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
知
識
や

技
術
、
健
康
や
体
力
の
増
進
、
工
夫

す
る
力
、
創
造
力
、
自
立
性
、
強
調

性
等
を
自
然
と
身
に
つ
け
、
社
会
生

活
を
お
く
る
の
に
必
要
な
能
力
を
高

め
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

し
か
し
、
最
近
よ
く

「
遊
ば
な
い

子
」
や
「
遊
べ
な
い
子
」

と
い
う
言

葉

が

聞

か

れ

る

よ

う

に

テ

レ

ビ

に

釘
づ
け
に
な
っ
て
戸
外
遊
び
の
で
き

他
か

な
い

子
、
家
で

の
勉
強
や

(t 

事
や
塾
通
い
の
た
め
に
遊
び
時
間
を

と
ら
れ
て
い
る
子
等
、
今
日
よ
く
見

ら
れ
る
子
ど
も
の
姿
で
す
。

ま
た
、

遊
び
仲
間
は
、
以
前
の
よ
う
な
年
上

同
年
令
、
年
下
と
い

っ
た
広
い
範
囲

の
も
の
か
ら
、
同
年
令
の
も
の
、
遊

び
は
、
集
団
遊
び
か
ら
、
一
人
遊
び

屋
外
遊
び
か
ら
屋
内
遊
び
と
い

っ
た

変
化
が
見
ら
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
、
遊
び
の
経
験
が
少

く
な
っ
て
き
つ
つ
あ
る
現
代
の
子
ど

も
達
は

ど
の
よ
う
に
成
長
し
て
ゆ

く
の
で
し
ょ
う
か
。

明
日
の
社
会
の
担
い
手
で
あ
る
児

童
が
人
と
し
て
尊
ば
れ
、
社
会
の
一

員
と
し
て
重
ん
ぜ
ら
れ
、
良
い
環
境

の
中
で
育
て
ら
れ
る
こ
と
は
、
社
会

全
体
の
願
い
で
あ
り
、
国
民
の
責
務

で
も
あ
り
ま
す
。

県
民
の
皆
さ
ん
に
お
か
れ
て
は

こ
の
児
童
福
祉
週
間
を
契
機
と
し
て

児
童
の
幸
福
に
つ
い
て
考
え

地
t或

で
手
を
と
り
あ

っ
て

た
く
ま
し
く

健
や
か
な
児
童
の
育
成

の
た
め
、
向

分
の
子
供
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
他

18 

人
の
子
供
の

こ
と
で
あ

っ
て
も
、
活

発
な
活
動
を
展
開
さ
れ
る
よ
う
お
師
、

い
し
ま
す
。

今
年
こ
そ
水
死
事
故

幼
児
の
水
死

l
交
通
事
故
死
の
倍
に

H

あ
れ
っ

、
か
わ

い
き
げ
ね
、
痛

ま
し
ゃ
、
親
ど
も
ァ
悲
し
か
ろ
わ
い

ね
u

と
い
う
話
題
に
、

い
，
「
幼
児

の
水
死
事
故
」
が
あ
り
ま

い
た
い
け
な

相
互

す
。

用
注
な
ど
か
ら
、
す
べ
て
に
防
護
施

設
を
つ
く
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

水
ぬ
る
む
こ
ろ
に
な
る
と
、
そ
の

カ
ー
ブ
が
急
激
に
上
昇
し
て
き
て
い

る
こ
こ
数
年
で
す
。

昨
年
の
幼
児

の
事
故
死
を
見
ま
す

と
、
水
死
事
故
が
二
一

名
で
、
交
通

そ
こ
で
、
県
民
の
み
な
さ
ん
の
家

族
は
も
ち
ろ
ん

地
域
社
会
ぐ
る
み

事
故
が
十
名
と
な

っ
て
お
り

均支

の
常
識
を
く
つ
が
え
す
数
と
な
り
ま

し
た
。

水
辺
と
子
供
た
ち

へ

春

の

小
川
は

さ
〉
」
り
支

T
り

い
/
¥
ト
I
F

岸
の
ス
ミ
レ
や

嘩

で
、
幼
い
命
を
水
禍
か
ら
守
る
よ
う

次
の
こ
と
に
注
意
し
て
、
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ま
ず
、
子
供
に
水
の
恐
ろ
し
さ
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。

自
宅
の
近
く
に
、
危
険
な
場
所
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。

自
宅
か
ら
周
囲

一
0
0
日
位
の

区
域
を
も
う

一
度
点
検
し
、
危
険

な
場
所
に
は
安
全
棚
や
フ
タ
を
取

リ

つ
け
る

こ
と
な
ど
に
努
め
て
く

だ
さ
い
。

あ
な
た
の
お
子
さ
ん
は

二
に
い
ま
す
か
。

、
‘
ν
ま
と

18 

子
供
は
絶
え
ず
目
の
届
く
場
所

で
遊
ば
せ
ま
し
ょ
う
。
あ
た
た
か

く
見
守
る
親
の
ま
な
ざ
し
が
、

子

供
を
水
か
ら
守
り
ま
す
。

-
お
年
寄
り
に
子
守
り
を
頼
む
と
き

は
、
遊
び
場
の
整
っ
た
と
ニ
ろ
で

お
願
い
し
ま
し
ょ
う
。

他
人
の
子
供
に
も
愛
の
一
言
。

危
険
な
場
所
で
遊
ん
だ

り、

危

険
な
遊
び
を
し
て

い
る
子
供
や

ひ
と
り
で
水
遊
び
を
し

て

い
る
幼

児
な
ど
を
見
た

ら
、
た
と
え
知
ら

な
い

子
供

で
も
「
あ
ぶ
な

い
よ
」

と
愛
の

ひ
と
声
を
か
け
ま
し
ょ
う
。



消費者昭和43年5月30日に消費者保護基本法が公布 ・施行

喜基本法を
そしてこの5月30日が10周年にあたります。されて、

これを契機lこJ消費者の臼」ガ創設され、全国各地で

考える
消費者講演会等の行事が多彩に催されることになって

今回は、制定10周年を迎えた消費者保護基おります。

事
業
者
、
消
行
者
そ
れ
ぞ
れ
の
果
た

す
べ
き
責
務
と
役
割
を
明
ら
か
に
し
、

そ
の
施
策
の
基
本
と
な
る
事
項
を
ぶ

す
こ
と
に
よ

っ
て
、
消
貸
者
の
権
利

を
守
り
消
貨
生
活
の
他
全
な
発
展

を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

て
い
ま
す
。

基本法の特色

こ
の
法
律
は

基
本
法
と
い
う

名
の

一不
す
と
お

リ
、
具
体
的
な

こ
と
が
う
た
わ

れ
て
い
る
の
で

は
な
く

ぞ
れ
の
事
項
に

つ
い
て
の
県
本

つ
ま
り

一
般
の
法
作
に

理
念
が
不
さ
れ

み
ら
れ
る
よ
う
な
取
締
規
定
と
か
罰

則
規
定
が
定
め
ら
れ
て
い
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
全
部
で

4
章
別
条

の
伺
い
法
律
で
す
が
、
次
の
よ
う
な

特
色
が
あ
り
ま
す
。

消
費
者
の
役
割
も
定
め
る

国

・
地
方
公
共
団
体

・
卓
業
者
の

そ
れ
ぞ
れ
の
責
務
を
明
ら
か
に
す
る

と
と
も
に
、
消
費
者
の
役
割
を
明
確

つ
ま
り
、

に
し
て
い
る
こ
と
で
す
。

消費生活の

安定と向上

消
費
者
保
護

基
本
法

(
以
下

「
基
本
法
」
と

お
丁

¥
h

n
H
Hド

d

と
は

図

そ
の
第

1
条
に

お
い
て
、
消
費

者
の
利
益
の
擁

護
及
び
増
進
に

関
す
る
対
策
の

総
合
的
推
進
を

国
民
の
消
費
生
活
の
安
定
及

び
向
上
を
確
保
す
る

こ
と
を
目
的
と

消
背
者

し
て
掲
げ
て
あ
る
よ
う
に

保
護
の
た
め
の
基
本
的
な
方
向
を
示

し
た
法
律
で

消
資
者
保
護
の
忘
法

と
も
い
う
べ
き
法
律
で
す
。

本法について考えてみましょう。

基本法制定の

ねらい

経
済
社
会
の

発
展
は

多

く

の
面
で
消
費
者

に
便
利
さ
、
快

適
さ
を
も
た
ら

し
ま
し
た
が

そ
の
反
面
、
消

費
者
の
利
益
を

伝
与
す
る
各
陣

の
問
題
が
生
じ

て
き
ま
し
た
。
例
え
は

商
品
や
サ

ー
ビ
ス
の
中
に
は
、
安
全

・
衛
生
の

そ
h 

.院

国
や
地
方
公
共
団
体
は
、
経
済
社
会

の
発
展
に
即
応
し
た
消
費
者
保
護
に

を
も

っ
て
お
り

関
す
る
施
策
を
策
定
実
施
す
る
責
仕

事
業
者
は
消
費
者

保
護
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
と
と

も
に
、
国
、
地
万
公
共
団
体
の
施
策

に
協
力
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
と
な
く

そ
し
て
消
費
者
も
権
利
の
上
に
似
る

明
確
な
権
利
意
識
ど

れ
を
行
使
す
る
行
動
力
を
持
た
な
け

れ
ば

真
に
消
費
生
活
の
安
定
向
上

を
期
待
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と

を
立
言
し
て
い
る
わ
け
で
す
。

di't'i者利益の擁護団Ijit国
の
消
費
者
保
護
施
策
の

方
向
を
明
示

国
は
、
商
品
や
役
務
に
対
し
て
の

危
芹
の
防
止
、
適
正
な
計
量
の
実
施

体系の幣{品

~ 6 (法制上の十首位等)
第3章 (行政機関等)

第 4章 (消'l'i者保護会議等)
施策の法本 }jlilJ 

消費者保護基本法の体系
国l
で

国
民
の
消
費
生
活
に
危
害
を

お
よ
ぼ
す
恐
れ
の
あ
る
も
の
が
あ
リ

ま
す
し

技
術
の
発
展
で
生
み
出
さ

れ
た
新
製
品
は
そ
の

品
質
や
性
能
を

山
賀
者
が
見
分
け
る
こ
と
は
む
ず
か

し

そ
れ
に
川
以
来
し
た
不
当
な
表

ポ
も
明
大
し
て
消
校
生
活
の
健
全
な

発
展
を
阻
引
一
けす
る
而
も
出
て
き
ま
し

、
-o

ナ
'
h

の
確
保

適
性
な
規
格

・
表
ぷ
の
幣

備
実
地
、
公
正
自
由
な
競
争
の
確
保

及
び
公
共
料
金
決
定
に
際
し
て
の
消

貨
者
利
益
へ
の
配
慮
、
消
費
者
伴
発

活
動
及
び
教
育
の
推
進
、
な
ら
び
に

消
費
者
の
意
見
の
国
の
施
策
へ
の
反

映
の
各
項
目
に
つ
い
て

基
本
法
の

定
め
た
万
向
で
地
策
を
講
ず
る
こ
と

を
要
請
し
て
い
ま
す
。

行
政
組
織
の
整
備
及
び

行
政
運
営
の
改
善
を
要
請

こ
れ
は
、
消
費
者
行
政
が
そ
れ
ぞ

れ
の
各
省
庁
各
部
局
ご
と
に
推
進
さ

れ
て
い
て
統

一
性
を
欠
き
が
ち
で
あ

る
こ
と
を
指
摘
し
、
そ
れ
ら
が
総
介

調
柊
さ
れ
、
統

一
的
に
実
地
さ
れ
る

こ
と
を
要
請
し
た
わ
け
で
す
。

消
費
者
の
組
織
活
動
の
促
進

一
人

一
人
の
力
は
剥
く
と
も
組
織

化
さ
れ
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
意
見
が

反
映
さ
れ
や
す
く
な
り
ま
す
。

で
、
消
費
者
の
自
主
性
を
前
提
と
し

つ
つ
、
健
全
な
組
織
活
動
が
促
進
さ

れ
る
よ
う
、
組
織
化
の
た
め
に
必
要

な
地
策
を
講
ず
べ
き
こ
と
を
要
請
し

て
い
ま
す
。

(危害の防止)

(計祉の適正化)

(規格の適正化)

(表ぶの適正化等)

(公正自由な競争)
の確保等

(時活動及川)
Tfの推進
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従
来
消
費
者
に
プ
ラ
ス
す
る
よ
う

な
法
律
と
し
て
は

例
え
ば
食
品
衛

生
法
や
薬
事
法

計
量
法

電
気
用

品
取
締
法
な
ど
と
い

っ
た
法
律
が
数

多
く
制
定
さ
れ
て
い
ま
す
が

ら
の
法
律
は
必
ず
し
も
当
初
か
ら
消

究
者
保
護
を
目
的
と
し
て
制
定
さ
れ

た
も
の
で
な
い
こ
と

ま
た
そ
の
対

応
が
例
別
的
で

各
省
庁
に
よ
リ
と

消
費
者
保
護
会
議
の
設
置

内
閣
総
理
大
臣
を
会
長
と
し
、
関

係
行
政
機
関
の
長
を
委
員
と
す
る
保

議
会
議
を
設
け
、
消
費
者
保
護
に
必

要
な
基
本
施
策
に
つ
い
て
審
議
し

か
つ
そ
の
実
施
を
推
進
す
る
こ
と
を

任
務
と
す
る
も
の
で
す
。基

本
法
の
成

消費者保護基本法が

できてどのように
変ったか

立
に
よ

っ
て
行

政
に
ど
ん
な
成

果
を
も
た
ら
し

た
か
を
み
る
と

第
一
は
行
政
各

部
門
が
従
来
の

生
産
者
優
先
主

義
を
転
換
す
る

と
い
う
頭
の
切

そ
こ

リ
換
え
促
進
剤
に
な
っ
た
こ
と
で
す
。

そ
し
て
帽
の
広
い
消
費
者
問
題
を
体

系
的
に
考
、
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

第
二
の
成
果
は
、
消
費
者
保
護
の
た

め
の
法
律
や
条
例
が
集
中
的
に
挫
備

さ
れ
て
き
た
こ
と
で
す
。
第
三
は
、

凶
や
地
方
公
共
団
体
に
消
費
者
行
政

の
窓
口
機
構
が
整
備
拡
充
さ
れ
て
き

た
こ
と
で
す
。

し
か
し
、
こ
う
し
て
繁

っ
て
き
た

こ
れ

(立比の反映)

(試験検査等の施)
設の幣備等

(苦h仰t
キ柊任1怖備出桁j等
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か
く
ば
ら
ば
ら
に
行
わ
れ
が
ち
で
あ

る
と
い
う
弊
害
が
あ
リ
ま
し
た
。

そ
こ
で
国
民
生
活
優
先
と
い
う
姿

勢
を
は

っ
き
り
と
打
ち
山
し
、
消
仰
H

者
行
政
を
統
一
的
に
行
う
必
要
が
出

て
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
事
情
か
ら

基
本
法

に
お
い
て
、
消
沈
者
利
誌
の
擁
護

明
進
に
関
し
て
国

地
方
公
共
団
体

j肖背者保護基本法
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行
政
に
魂
を
入
れ
る
の
は
こ
れ
か
ら

で
あ
る
と

い
え
ま
し
ょ
う
。

そ
の
た

め
に
も、

消
費
者
が
消
費
者
と
し
て

の
自
覚
を
高
め
、
健
全
で
合
理
的
な

消
費
生
活
の
促
進
に
努
め
る
こ
と
が

必
要
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。



-県政のうごき 3月16日，__，4月15日

国内での海外技術研修員・

3月刊日麗留学生ら祖国へ

遠く ブラジルやアルゼンチン等から、富山県に技術

研修あるいは留学していた方たちが、その期間を終了

して祖国へ帰 りました。

県海外技術研修員は県立中央病院で医学(産婦人科)

を研修した鈴木初恵さん(ブラジル)ら 9名、 県費留学

生は富山大学教養部で1カ年研究(戦後日本の飛躍的

経済発展の要因分析)した井川太助君(ブラジル)ら 2

名でした。

富山職業訓練短期大学
3月17日顔合格者発表
今年4月1日に開校する、富山職業訓練短期大学校

の合格者95名を発表しました。

受験者は145人でしたが、うち県内受験者95人(女子

7人)で、合格者は58人(女子 6人)でした。

黒部ダム上流の一部が
3月18日麗関電所有化?

立山町が県に提出した要望書により、 黒部ダム上流

8 '" 0にわたる水没地である黒部川河川敷が、昭和35年

に名古屋営林局から関西電力に払し、下げられているこ

とが明らかと なりました。中田知事はこの問題に対し

国購酷蝿踊醐輔醒醐腫瞳

「県として、法律的に検討して対処したしりと述べま

した。
農家別転作配分、100%達成見込み

4月3日額二水田利用再編対策一大豆・
， 田 野菜が60%強二

県内の水田利用再編対策に伴う転作目標面積は、通

年施行実施予定を含めて、5，990ヘクタールに対して、

6.000ヘクタールで 実施見込み率100~* となりました。

作物別には大豆、野菜が共に 31~'* となり、飼料、麦

タバコの順になっています。

2月定例県議会閉会
3月20日寝室議長に笹島氏 . 

2月定例県議会は、 53年度一般会計予算、 52年度補

正予算など提出案件はいずれも原案通り可決し、新議

長に笹島太一氏を選出して閉会しました。

3月20日麗県立高校合格者1万690人 4月6白磁第1回県伝統的工芸品展開〈
富山県立高校(全日制)の合格者発表が40校 2分校で

一斉に発表され、合格者総数は 1万 690人で、受験者

に対して合格率は80.5~* でした 。 な お 、 定員に達しな

かった桜井高校家庭科、八尾高校普通科(両科で7名

欠員)では、第 2次選抜募集が行われ、 25日に合格発

表ということにな りま した。

3月24日顔見;L2均跡(入善)

軒

「長らしの中にil到し、を」と、祖先が永い年月の中で練

りあげてきた郷土の伝統的工芸品を一堂に集め、多く

の人々にそのよさを知ってもらい、同時に生産技術の

アップをねらう、第 l回県伝統的工芸品展が大和富山

居で聞かれました。また、この展示会に併せて、第 l

回県伝統的工芸品コンクールも行われ、県知事賞に吉

野義信(高岡銅器)が選ばれました。

奈良 ・平安時代の荘園跡として知られる 、入善町の

じょっべのま遺跡を、国指定文化財(史跡)として文部

大臣に答申する ことに決まり ました。

会ヰ川直収バλ事究室
4月12日圏第了五五五ハ弘

4月 1日BgfffZぷ32足
県立美術館を55年に完成させよ うと 、その準備室が

県庁内に発足。53年度は実施設計、54・55年度で建設

します。

県中小企業情報センターは、中小企業の体質強化を

図るために必要な最新の情報を的確に掌握 ・整理し提

供するために設置するもので、その準備室が発足しま

した。

23  

県民から好評を得て運行している県政パス教室は、

今年で9年目を迎え、第 1号が発車しました。毎週水

曜日に県の施設を中心に県学して廻る県政パス教室を

利用される方は、本文9-;7ーを読んで申し込んでください。

由田知事が日ソi 交渉に
4月12日嵐長γ苧 ア

日ソ漁業協力協定交渉促進のため、中川農相らに同

行する北洋漁業関係都道府県知事会議(18都道県の

知事で構成)の代表として、中田県知事が訪ソするこ

とになり出発しました。

4月13日寝起臼中ダム建設事務所開所
県営かんがい排水事業 ・防火夕、ム事業の臼中タ'j"(福

光町の打尾)11)建設のための事務所が関所され、いよ

いよ着工の運びになりました。

60年度までに総事業費 100億円をかけて完成します。

臼中ダムの工法はロ ックフィルで、小矢部 ・福光・ 城

端 ・福野の用水不足の解消や営農の近代化と生産性の

向上、打尾川の防災などメリ ットは大きいものがあり

ます。

4月 15日麗 しらζり養護学校開校

知恵遅れなどの子たちのための県立しらと り養護学

校(婦中町下邑)が開校しました。

小 ・中学部合わせて18学級あり定員は117人です。

17日に入学式が行われ、 58人が入学する ことにな り

ました。

2
 
2
 



tlv
ょ‘っ

最
近
の
例
を
あ
げ
る
と

暴
力
団
が
営
む
サ
ラ
金
業
者
か
ら

ブJ あ
団る
員裕
lこ福
誘j な

わ家
れ庭
るの
ま長
ま男
と・が
ば・
く・暴

暴
力
団
員
に
債

相
次
ぐ
智
内
小
の
厳
し
い
取

不
況
と

金
を
借
り
た
り

権
の
取
り
立
て
を
頼
ん
で
被
害
に

締
リ
に
よ

っ
て
大
幅
に
減
少
し
て
き

依
然
と
し
て
恨

あ
っ
た
り
す
る
事
例
が
多
い
の
で

て
は
お
り
ま
す
が

に
子
を
出
し

わ
ず
か
の
聞
に

各
地
で
対
立
抗

千
万
円
の
借
金
を
背
負
い
、
返
済

十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

強
い
勢
力
を
も
ち

新
築
し
た
ば
か

争
事
件
を
く
り
返
す
な
ど
市
民
に
恐

被
害
に
あ

っ
た
ら
す
ぐ

を
迫
ら
れ
る
や

万警
察
に
届
け
出
る
よ
う
に
し
て
被

り
の
自
宅
を
手
離
し
た
ケ

l
ス
。

怖
と
不
安
を
与
え
て
お
リ
ま
す
。

害
を
最
少
限
に
と
ど
め
ま
し
ょ
う
。

ま
た
新
し
い
資
金
似
を
求
め
て
総

女
性
を
だ
ま
し
て
、
売
り
と
ば
し

会
屋
や
金
融
業
等
へ
の
進
山
は
も
ち

金
を
も
、
つ
け
た
ケ
ー
ス
。

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

ろ
ん
覚
せ
い
剤
の
a

官
売
な
ど
に
悩
広

一
般
市
民
が

こ
の
よ
う
な
暴
力
団
を
恨
絶
し

く
手
を
出
し
て
お
り
、
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安
心
し
て
生
活
で
き
る
富
山
県
と
す

被
害
を
交
け
る
ケ

l
ス
が
あ
と
を
絶

る
た
め
に
は
、
警
察
の
監
視
や
取
締

ち
ま
せ
ん
。

り
だ
け
で
達
成
さ
れ
る
も
の
で
は
あ

民
間
諸
団
体
や
県
民
の

者
に
な
る
と
外
山
す
る
機
会
が
多
く
な
る
た
め
、

り
ま
せ
ん
。

皆
さ
ん
か

力
を
合
わ
せ
て
暴
力
迫

例
年

「
あ
き
巣
ね
ら
い

」
な
ど
の
犯
罪
が
、

ひ
ん
発

放
に
立
ち
あ
が

っ
て
こ
そ

は
じ
め

お
互
い
に
つ
ぎ
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ

し
ま
す
。

4司

て
大
き
な
成
呆
が
期
待
で
き
る
も
の

、「ノ
。

で
す
。

一
、
家
を
留
守
に
す
る
際
は
、
表
出
入
口
の
鎚
か
け

は
も
と
よ
り
、
窓
や
勝
手
口
、
縁
側
の
鍵
か
け
を

忘
れ
ず
に
。

二
、
隣
近
所
へ
は
、
必
ず
ひ
と
言
声
を
か
け
て
留
守

を
頼
ん
で
か
ら
出
か
け
る
。

芝何

資
金
源
と
な
る
寄
附
金
や
催
し
物

暴
力
団
を
締
め
出
す
た
め
、
皆
さ

る
。
例
え
ば
、
二
j

三
日
家
を
留
守
に
す
る
と
き

な
ど
へ
の
協
力
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

つ
ぎ
の
こ
と
に
つ
い
て

ん
万
に
は

は
、
新
聞
や
牛
乳
な
ど
毎
日
配
達
さ
れ
る
も
の
は

さ
さ
い
な
暴
力
行
為
で
も
す
ぐ

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

暴
力
団
に
つ
け
入
ら
れ
る
ス
キ
を

一
O
番
し
ま
し
ょ
う
。

隣
近
所
に
頂

っ
て
も
ら
う
よ
う
に
す
る
。

山
、
金
庫
に
は
大
金
を
置
か
な
い
。

み
ん
な
で
力
を
あ
わ
せ

暴
力
団
を

三
、
留
守
で
あ
る
こ
と
を
悟
ら
れ
な
い
よ
う
工
夫
す

つ
く
ら
な
い
。

暴
力
団
と
つ
な
が
り
を
持
た
な
い
。

締
め
出
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

富
山
県
日
本
画
の
先
達
郷
倉
千
靭
は
、
繊
細
な
筆

致
と
清
艇
な
画
屈
に
定
評
が
あ
り
、
花
鳥
、
風
景
、

人
物
、
そ
の
他
、
西
域
仏
画
に
も
精
通
し
、
多
彩
な

郷倉千靭作
在・美術品管理室

画
才
を
も

っ
て
数
多
く
の
名
作
を
泣
し
た
。

こ
の
側
図
は
か
な
り
大
胆
な
構
図
で
、

左
上
方
の

桐
花
落
下
波
紋
に
集
中
し
て
、
そ
の
対
角
線
上
に
大

平
行
し
て
小
形
白
鯉
が
下
方
に

き
な
黒
仰
を
描
き
、

県有美術品紹介

向
う
、
単
純
な
図
柄
で
あ
る
が
静
寂
が
あ
り
、

緊
張

と
弛
緩
の
旋
律
が
快
い
清
楚
な
感
触
を
覚
え
る
。

千
靭
は
小
杉
町
出
身
で
、

高
岡
工
芸
学
校
で
描
金

科
に
学
び
、
東
京
美
術
学
校
日
本
画
部
卒
業
、
初
期

の
作
品
は
繊
細
な
自
然
描
写
に
秀
作
が
あ
り

の
ち

横
山
大
観

・
安
田
靭
古
に
師
事
し
、
院
展
同
人
、
芸

術
院
会
員
、
多
摩
美
大
教
授
な
ど
歴
任
し、

高
雅
華

一腿
な
画
風
で
親
し
ま
れ
、
晩
年
は
赤
倉
の
山
荘
に

も
り
、

「仏
教
東
漸
」
「
釈
尊
父
王
に
会

い
賜
う
図
」

の
二
作
は
壮
麗
な
超
大
作
で
代
表
作
で
あ
ろ
う
。

佐
藤
良
成
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私
達
に
と

っ
て

「
米
」
は
、
生
命
の
源
で
す
。
近
年
、
い
ろ

い
ろ
な
食
品
が
身
近
に
豊
富
に
出
回

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
日

本
人
の
主
食
で
あ
る

「
米
」
の
価
値
が
忘
れ
が
ち
に
な

っ
て
い

な
い
で
し
ょ
う
か
。

「
ご
は
ん
」
を
食
べ
る
と

「太
る
」
、
「高
血
圧
に
な

る
」
、
「
脚
気
に
な
る
」
、
さ
ら
に
は
、
「
頭
が
悪
く
な
る
」
等
と

吹
聴
さ
れ
、
米
離
れ
を
引
き
起
こ
す

一
要
因
に
な
り
ま
し
た
が

従
来
、

こ
れ
ら
は
医
学
的
、
栄
養
学
的
に
み
て
も
根
拠
の
な
い
も
の
で

あ
る
こ
と
は
、
周
知
の
と
お
り
で
す
。

一
般
に
、
「
ご
は
ん
」
と
い
え
ば
、
す
ぐ
に
デ
ン
プ
ン
質
を

思
い
う
か
べ
ま
す
。
事
実
、

「
米
」
に
は
、
け
%
の
糖
質
が
含

ま
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
「
米
」
に
タ
ン
パ
ク
質
が
6
%
含
ま

れ
て
い
る
こ
と
を
知
ら
な
い
方
が
多
い
よ
う
で
す
。

こ
の
タ
ン
パ
ク
質
は
良
質
な
も
の
で
、
穀
物
の
中
で
大
豆
と

並
ぶ
優
秀
な
タ
ン
パ
ク
源
と
な

っ
て

い
ま
す
。

ま
た
、

「
ご
は
ん
」
は
、
和
食
、
洋
食
及
び
中
華
料
理
に
マ

ッ
チ
し
、
栄
養
上
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
り
や
す
い
、
こ
の
上
な
い

主
食
で
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
近
年
欧
米
諸
国
で
は
、
米
の
価
値

が
見
直
さ
れ
、
美
容
及
び
健
康
食
と
し
て
ク
ロ
ー
ズ
ア

ッ
プ
さ

れ
て
き
て
い
ま
す
。

長
年
の
歴
史
の
中
で
わ
が
国
の
風
土
に
適
し
た
米
、
ま
た
伝

統
の
あ
る

「
ご
は
ん
」
の
食
習
慣
を
大
切
に
す
る
こ
と
か
ら
、

今
日
食
糧
の
大
半
を
海
外
に
依
存
し
て
い
る
わ
が
国
で
、
唯
一
の

自
給
で
き
る

「
米
」
を
改
め
て
見
直
す
こ
と
は
、
皆
さ
ん
の
食

生
活
を
安
定
さ
せ
、
更
に
は
国
内
の
食
糧
資
源
を
有
効
に
利
用

す
る
こ
と
か
ら
も
重
要
な
こ
と
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

幸
い

、
高
山
県
産
米
は
農
家
の
ご
苦
労
で
全
国
的
に
う
ま
い

米
と
し
て
好
評
を
得
て
お
り
ま
す
の
で
、
米
の
消
費
拡
大
に
つ

い
て
、
県
民
の
皆
さ
ん
の
ご
埋
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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